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参考：http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/20/07/08072807/001.htm

2020年までに新築公共建築物で、2030年までに新築建築物の平均でZEBを実現

エネルギー基本計画

単位床⾯積当たりの1次エネルギー消費量少 延床⾯積割合⼤
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研究背景
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（2019年9⽉時点：全国で78.4%、東京で100%の設置）

2018年夏の猛暑を受けて空調設備設置が加速

＊「ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金」（平成30年度補正

予算）の対象となった学校種（公立の小中学校、義務教育学校、
中東教育学校の前期課程、特別支援学校、幼稚園等）
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⼩中学校等*の冷房設備設置率

334936
427187

209055
413843

1095
34428

=78.4%

=50.5%

=3.2%

保有室数

設置済室数

設置率

補正予算822億円

参考：http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/31/09/1421285.htm
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問題点1：公⽴⼩学校の冷房設備
の設置率増加によるエネルギー
消費量の増⼤

問題点2：機械換気設備未導⼊の
教室における室内温熱・空気
環境の悪化

現
状
の
課
題

学校建築のZEB化が重要視

研
究
背
景

既存⼩学校のエネルギー
実態把握と改修による
ZEB化の実現可能性試算

室内環境の実態把握と
⽣体発散物質に着⽬した
効果的な冷房・換気を
⾏うためのメカニズムの解明本

研
究
内
容 21
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研究の流れ
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都市A校 都市B校

地⽅A校 地⽅O校

竣⼯ (⼤規模改修) 2010年
主要構造 RC造、⼀部鉄⾻造
階数 地上3階、地下1階
主⽤途 教室
延床⾯積 9,718 m2

建築⾯積 3,536.12 m2

児童数 (学級数) 777⼈（22学級）

竣⼯ (⼤規模改修) 1962年（2004年）
主要構造 RC造
階数 地上3階
主⽤途 教室
延床⾯積 4,263.2 m2

建築⾯積 1,712.05 m2

児童数 (学級数) 146⼈（6学級）

竣⼯ (⼤規模改修) 1984年(1995年)

主要構造 RC造
階数 地上3階
主⽤途 普通・特別教室
延床⾯積 5,066 m2

建築⾯積 1,523 m2

児童数 (学級数) 313⼈（12学級）

竣⼯ (⼤規模改修) 1975年（1991年）
主要構造 RC造
階数 地上3階
主⽤途 普通・特別教室
延床⾯積 6,652 m2

建築⾯積 1,863 m2

児童数 (学級数) 625⼈（20学級）

市街地 郊外地

エコスクール ⼀般校
地
方
型
Ｓ
市

都
市
型
Ｓ
区
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モデル校概要
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エネルギー消費量計算

参考：https://house.lowenergy.jp/index.html

標準⼊⼒法

⼀次エネルギー消費量算定⽤WEBプログラム

各室の主要な外⽪・
設備仕様のみを⼊⼒

モデル建物法

各室⾯積＋各室の外⽪・設備仕様を⼊⼒

BEI= 設計⼀次エネルギー消費量
基準⼀次エネルギー消費量

国⼟交通省告⽰第265号
「建築物エネルギー消費性能基準等を定める省令における算出⽅法」

Building
Energy
Index

BEI≦0.5⇒ZEB Ready…『ZEB』を⾒据えた先進建築物として
外⽪の⾼断熱化及び⾼効率な省エネルギー設備を備えた建築物
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地域内
全校

冷房設備
導⼊後

LED化
改修後

複数項⽬
改修後

実測値
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都市型S区と地⽅型S市の⽐較

＊校舎・体育館棟も含み全建築物について、外⽪断熱性能の向上、
空調設備の⾼効率化、照明のLED化及び居室調光制御など改修

＊

全熱交換器

換気設備無
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AC導⼊/改修後の試算結果

地⽅
A校

地⽅
O校

都市
A校

都市
B校

実測／設計⼀次エネルギー消費原単位（MJ/㎡年）
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教室内環境は重要
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実測調査

⾃然換気

窓開放による換気機会の減少

換気基準：CO2濃度1500ppm

機械換気

運⽤実態に関する知⾒が少ない
適切な運⽤⽅法が不明瞭
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換気状況実測調査

・換気設備が正常に稼働している場合、良好な教室空気環境が形成
・適切なメンテナンスを⾏わないと室内環境質が悪化する
・教員が担任教室の換気設備の有無を認識していない場合があり

適切なインストラクションが必要

メンテナンス
不⾜

• 照明設備の全灯LED化によりBEI 0.5を下回りZEB_readyとなる建物多数
• 床⾯積に対する空調床⾯積が多い場合、外⽪断熱性能の向上・空調設備

の⾼効率化・照明のLED化及び居室調光制御など複数条件で改修する必要
⇒   建築物の断熱性能等、建築時に考慮すべき

• 換気設備が正常に稼働している場合、良好な教室空気環境が形成
• 適切なメンテナンスを⾏わないと室内環境質が悪化する
• 教員が担任教室の換気設備の有無を認識していない場合があり

適切なインストラクションが必要
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まとめ

既存⼩学校のエネルギー実態把握と改修による
ZEB化の実現可能性試算1

室内空気質環境の実態把握2
全熱交換換気を⾏う⼩学校では

既存の⼩学校を実際に実測調査した上で具体的なZEB化改修⽅法を提案
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おわりに
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